
 

令和６年度第６回ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会 議事要旨 

 

 

日 時：令和６年１２月２７日（金）９：３０～１０：４０ 

場 所：徳島大学常三島キャンパス／Ｚｏｏｍ 

出席者：別紙のとおり 

議 題： 

 

１． ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会の構成員等について 【資料１－１～２】 

 中井議長から資料１―１～２に基づき、新規構成員を反映した構成員名簿について説明があった。 

 

２．ＳＰＯＤへの加盟申請について 【資料２－１～２】 

 中井議長から資料２－１～２に基づき、人間環境大学総合環境学部（令和７年４月開設予定）からＳＰＯＤ

への加盟申請があったことについて説明があり、了承された。また、今年度末の総会での審議を経て加盟とな

る旨、併せて説明があった。 

 

３．事業予算の年度繰り越しについて 【資料３－１～２】 

 事務局から資料３－１～２に基づき、事業予算の年度繰り越しを行えるよう、契約書の内容を変更すること

について説明があり、了承された。また、今後加盟校に意見照会を行った上で、年度末の総会に諮ることにつ

いて併せて説明があった。 

 

４．ＳＰＯＤ事業評価委員会及び会計監査について 【資料４－１～２】 

 事務局から資料４－１～２に基づき、ＳＰＯＤ事業評価委員会及び会計監査の実施日が決まったことについ

て説明があった。 

 

５．令和５年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員の評価への対応及び令和６年度事業評価シートについて  

【資料５－１～２】 

 事務局から資料５－１に基づき、令和５年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員の評価への対応状況について説明

があった。今後事務局、部会等で最終確認の上、３月の事業評価委員会で報告することとなった。また、資料

５－２に基づき、令和６年度の事業評価を３月に委員に依頼することについて併せて説明があった。 

 

６．令和６年度ＳＰＯＤ活動報告書について 【資料６―１～２】 

 事務局から資料６－１～２に基づき、令和６年度ＳＰＯＤ活動報告書の構成及び各加盟校のＦＤ・ＳＤの活

動取組報告作成について説明があり、了承された。ＦＤ・ＳＤ取組報告については、１月に各加盟校に依頼す

る。 

 

７．令和７年度事業計画について 【資料７】 

 事務局から資料７に基づき、令和７年度事業計画案について説明があった。また、今後ＳＤ研修の日程、開

催場所などを確定させた上で、年度末の総会に諮ることについて併せて説明があった。 

 

８．令和７年度事業予算について 【資料８】 

 事務局から資料８に基づき、令和７年度事業予算案について説明があった。ＳＰＯＤフォーラム２０２５の

開催費用を計算した上で、次回の協議会で再度検討を行う。 

 

９．ＳＰＯＤフォーラム２０２５について 【資料９】 

 徳島大学から資料９に基づき、ＳＰＯＤフォーラム２０２５のプログラム案について説明があった。今後は

プログラム案に基づき、講師に日程と荒天・災害時等のオンライン対応の可否の確認を行うこととなった。 



 また、学生理解・学生支援集中習得ゾーンの総合プロデューサーについては、高知大学の杉田先生から徳島

大学の吉田先生に変更となり、高知大学から高畑先生が新たに検討メンバーとして参加することになった旨、

併せて説明があった。 

 

１０．令和７年度ＳＰＯＤ内講師派遣事業について 【資料１０－１～２】 

 事務局から資料１０－１～２に基づき、令和７年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラムの一覧、概要について説

明があり、了承された。また、１月に加盟校に希望調査を実施することについて併せて説明があった。 

 

１１．ＳＰＯＤ研修プログラムガイド２０２５について 【資料１１－１～３、参考資料１】 

 事務局から資料１１－１～３、参考資料１に基づき、来年度のプログラムガイド作成について説明があり、

了承された。１月に各加盟校にＳＰＯＤ公開プログラムについて確認を行い、各コア校で取りまとめの上、プ

ログラムガイドの原稿を作成する。 

 

１２．イベント等参加者数について 【資料１２】 

 事務局から資料１２に基づき、ＳＰＯＤオンラインセミナーシリーズの参加者数及び上野千鶴子氏の講演動

画の視聴回数について報告があった。また、徳島大学から１２月２６日（木）に開催した大学教育カンファレ

ンスｉｎ徳島の参加者数（概算）について報告があった。 



大学名 所　　属 氏　　名 担当 ＦＤ専門部会委員 ＳＤ専門部会委員 方法

高等教育研究センター教育改革推進部門　准教授 吉田　博 ＦＤ ◎ 対面

高等教育研究センター教育改革推進部門　助教 飯尾　健 ＦＤ ○ 対面

高等教育研究センター教育の質保証支援室　助教 塩川　奈々美 ＦＤ ○ 対面

法人運営部　課長 林　三知夫 ＳＤ ○ オンライン

法人運営部人事課　副課長 大森　理佐 ＳＤ ○ オンライン

学務部教育支援課　課長，(兼)教育企画室長 岩森　清澄 事務 対面

学務部教育支援課　副課長 白田　智子 事務 対面

大学教育基盤センター能力開発部　教授 佐藤　慶太 ＦＤ ○ オンライン

大学教育基盤センター能力開発部　准教授 蝶　慎一 ＦＤ ○ 対面

教育・学生支援部修学支援課　係長 宮﨑　真美 ＦＤ オンライン

教育・学生支援部修学支援課　課員 野崎　真湖 ＦＤ オンライン

企画総務部次長（併：企画総務部給与福利課長） 入屋　充 ＳＤ ○ 対面

企画総務部給与福利課　課員 奥野　鈴花 ＳＤ ○ 対面

企画総務部給与福利課　課員 池尾　万佑子 ＳＤ ○ 対面

教育・学生支援部教育企画課　係長 島　明日香 事務 オンライン

教育・学生支援部教育企画課　課員 山田　夏未 事務 オンライン

学び創造センター　准教授 高畑　貴志 ＦＤ ○ 対面

学び創造センター（兼務）　准教授 俣野　秀典 ＦＤ ○ オンライン

学び創造センター　特任講師 寺田　悠希 ＦＤ 〇 対面

総務部　人事課長 三橋　敏朗 ＳＤ ○ オンライン

総務部人事課労務管理係　係長 岡田　美波 ＳＤ ○ オンライン

総務部人事課労務管理係　主任 橋田　由貴 ＳＤ オンライン

学務部学務課　課長補佐 吉岡　瞳 事務 オンライン

学務部学務課総務係　係員 桂　真由 事務 オンライン

高知大学学務課総務係　事務補佐員 廣末  和香子 事務 オンライン

教育・学生支援機構　教授 　 中井　俊樹 議長・FD ○ 対面

教育・学生支援機構　准教授 清水　栄子　 SD 〇 対面

教育・学生支援機構　講師 村田　晋也 ＦＤ ○ オンライン

教育・学生支援機構　講師 上月翔太 ＦＤ ○ 対面

教育・学生支援機構　特任助教 真鍋　亮 FD ○ 対面

総務部人事課　副課長 吉良　典真 ＳＤ オンライン

総務部人事課人事・人材育成チーム　チームリーダー 清家　郷詩 ＳＤ オンライン

教育学生支援部教育企画課　副課長 林　知寿 ＳＤ・事務 ○ オンライン

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　チームリーダー河内　貴博 ＦＤ・事務 〇 対面

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　 向井　晴香 事務 対面

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　 二宮　和真 事務 対面

※◎は専門部会長

令和６年度　第６回SPODネットワークコア運営協議会出席者名簿

徳島大学

香川大学

高知大学

愛媛大学



令和６年１1月１日時点

大学名 所　　属 氏　　名 担当 ＦＤ専門部会委員 ＳＤ専門部会委員

高等教育研究センター教育改革推進部門　准教授 吉田　博 ＦＤ ◎

高等教育研究センター教育改革推進部門　助教 飯尾　健 ＦＤ ○

高等教育研究センター教育の質保証支援室　助教 塩川　奈々美 ＦＤ ○

法人運営部　課長 林　三知夫 ＳＤ ○

法人運営部　人事課長 大川　直昭 ＳＤ ○

法人運営部人事課　副課長 大森　理佐 ＳＤ ○

学務部教育支援課　課長，(兼)教育企画室長 岩森　清澄 事務

学務部教育支援課　副課長 白田　智子 事務

学務部教育支援課　教育企画係長 瀬尾　亜希子 事務

大学教育基盤センター能力開発部長　教授 松本　洋明 ＦＤ ○

大学教育基盤センター能力開発部　教授 佐藤　慶太 ＦＤ ○

大学教育基盤センター能力開発部　准教授 蝶　慎一 ＦＤ ○

大学教育基盤センター能力開発部　准教授 西本　佳代 ＦＤ ○

大学教育基盤センター能力開発部　特命講師 小坂　有資 ＦＤ ○

大学教育基盤センター能力開発部　特命講師 藤澤　修平 ＦＤ

教育・学生支援部修学支援課　係長 宮﨑　真美 ＦＤ

教育・学生支援部修学支援課　課員 野崎　真湖 ＦＤ

教育・学生支援部修学支援課　課員 木村　珠雪 ＦＤ

企画総務部　次長（併：企画総務部給与福利課長） 入屋　充 ＳＤ ○

企画総務部給与福利課　課員 奥野　鈴花 ＳＤ ○

企画総務部給与福利課　課員 池尾　万佑子 ＳＤ ○

教育・学生支援部教育企画課　係長 島　明日香 事務

教育・学生支援部教育企画課　課員 山田　夏未 事務

学び創造センター　准教授 杉田　郁代 ＦＤ ○

学び創造センター　准教授 高畑　貴志 ＦＤ ○

学び創造センター（兼務）　准教授 俣野　秀典 ＦＤ ○

学び創造センター　特任講師 寺田　悠希 ＦＤ 〇

総務部　人事課長 三橋　敏朗 ＳＤ ○

総務部人事課労務管理係　係長 岡田　美波 ＳＤ ○

総務部人事課労務管理係　主任 橋田　由貴 ＳＤ

学務部学務課　課長補佐 吉岡　瞳 事務

学務部学務課総務係　係員 桂　真由 事務

高知大学学務課総務係　事務補佐員 廣末  和香子 事務

教育・学生支援機構　教授 中井　俊樹 議長・FD ○

教育・学生支援機構　准教授 清水　栄子　 SD 〇

教育・学生支援機構　准教授 仲道　雅輝 ＦＤ 〇

教育・学生支援機構　講師 村田　晋也 ＦＤ ○

教育・学生支援機構　講師 上月翔太 ＦＤ ○

教育・学生支援機構　特任助教 真鍋　亮 ＦＤ 〇

総務部　次長，（事務取扱）人事課長 久保　秀二 ＳＤ ◎

総務部人事課　副課長 吉良　典真 ＳＤ

総務部人事課人事・人材育成チーム　チームリーダー 清家　郷詩 ＳＤ

教育学生支援部長 桐野　律子 事務

教育学生支援部　教育企画課長 桐野　律子（兼務） 事務

教育学生支援部教育企画課　副課長 林　知寿 ＳＤ・事務 ○

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　チームリーダー河内　貴博 ＦＤ・事務 〇

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　 向井　晴香 事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　 二宮　和真 事務

愛媛大学

ネットワークコア運営協議会の構成員に関する申合せ(抄）
（組織）第２　協議会は、次の（１）～（４）に掲げる構成員をもって組織する。

（１） 議長
（２） 各コア校のＦＤ担当者
（３） 各コア校のＳＤ担当者
（４） 各コア校の事務担当者

令和６年度　ネットワークコア運営協議会構成員名簿

徳島大学

香川大学

高知大学

※◎は専門部会長

資料１－１
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大学名 所　　属 氏　　名 備　考

高等教育研究センター教育改革推進部門　准教授 吉田　博 第３条第１号委員

高等教育研究センター教育改革推進部門　助教 飯尾　健 第３条第１号委員

高等教育研究センター教育の質保証支援室　助教 塩川　奈々美 第３条第１号委員

大学教育基盤センター能力開発部長　教授 松本　洋明 第３条第１号委員

大学教育基盤センター能力開発部　教授 佐藤　慶太 第３条第１号委員

大学教育基盤センター能力開発部　准教授 蝶　慎一 第３条第１号委員

大学教育基盤センター能力開発部　准教授 西本　佳代 第３条第１号委員

大学教育基盤センター能力開発部　特命講師 小坂　有資 第３条第１号委員

学び創造センター　准教授 杉田　郁代 第３条第１号委員

学び創造センター　准教授 高畑　貴志 第３条第１号委員

学び創造センター（兼務）　准教授 俣野　秀典 第３条第１号委員

学び創造センター　特任講師 寺田　悠希 第３条第１号委員

教育・学生支援機構　教授 中井　俊樹 第３条第１号委員

教育・学生支援機構　准教授 仲道　雅輝 第３条第１号委員

教育・学生支援機構　講師 村田　晋也 第３条第１号委員

教育・学生支援機構　講師 上月　翔太 第３条第１号委員

教育・学生支援機構　特任助教 真鍋　亮 第３条第１号委員

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　チームリーダー 河内　貴博 第３条第２号委員

※オブザーバー除く

ネットワークコア運営協議会ＦＤ専門部会名簿
（令和６年１１月１日現在）

徳島大学

香川大学

高知大学

愛媛大学

資料１－２
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令和６年１２月１６日 

SPOD 事業経費の繰越について（案） 

現状・課題 

SPOD 事業の事業契約期間は４月から翌年３月までの１年度で、事業経費についても

年度で管理し、残額が生じた場合は、各加盟校に返還することとなっている（共同事業契

約書第９条第２項）。 

事業経費については、SPOD フォーラムが終了し収入予算がおおよそ確定する秋頃に

収支見込みを確認の上、ネットワークコア運営協議会において予算執行計画を見直し、全

額執行してきた。見直し分の執行内容としては、SPOD 職員能力開発経費（R1）や必要物

品の購入であり、限られた予算の範囲内で執行しているが、監事監査において、監事から

は、効率的な予算管理と有効的な予算執行のため、予算の繰越について検討してみては

どうかとの意見が出てきているところである（令和３、４年度監事監査）。 

対応案 

研修料の収入増や予定事業の効果的な執行等によって執行残が発生する場合は、当

該執行残をより有効的に使用できるよう翌事業年度に繰越ができるようにする。 

予算繰越は、ネットワークコア運営協議会で審議した上で、総会に諮ることとする。【共同

事業契約書第９条第３項を追加（別添 共同事業契約書（改定案））】 

繰越に関する考え方 

 事業予算の作成に当たっては、前年度の繰越額を含めて予算計画を作成し、使用計画の

ない繰越額が累積しないよう留意する。 

（今後の予定）共同事業契約書の改定 

（ネットワークコア運営協議会ま

でに） 

コア校に事前確認

令和 6 年 12 月 27 日(金) ネットワークコア運営協議会にて審議

（総会までに） 加盟校に事前確認 

令和 7 年 3 月（書面） 総会にて審議 

令和 7 年 4 月 1 日 改定後の共同事業契約書を締結 

（令和 7 年度予算から繰越可能） 

資料３－１
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令和６年１２月１６日 

共同事業契約書（改定案） 

国立大学法人愛媛大学（愛媛大学）（以下「甲」という。）と国立大学法人徳島大学（徳島大

学），国立大学法人香川大学（香川大学），国立大学法人高知大学（高知大学），国立大学法人

鳴門教育大学（鳴門教育大学），香川県（香川県立保健医療大学） ，公立大学法人愛媛県立医

療技術大学（愛媛県立医療技術大学），高知県公立大学法人（高知県立大学及び高知工科大学），

学校法人四国大学（四国大学及び四国大学短期大学部），学校法人村崎学園（徳島文理大学及び

徳島文理大学短期大学部），学校法人四国高松学園（高松大学及び高松短期大学） ，学校法人

聖カタリナ学園（聖カタリナ大学及び聖カタリナ大学短期大学部），学校法人松山大学（松山大

学及び松山短期大学），学校法人松山東雲学園（松山東雲女子大学及び松山東雲短期大学），学

校法人徳島城南学園（徳島工業短期大学） ，学校法人尽誠学園（香川短期大学），学校法人今

治明徳学園（今治明徳短期大学），学校法人高知学園（高知学園大学，高知学園短期大学及び高

知リハビリテーション専門職大学），学校法人穴吹学園（せとうち観光専門職短期大学），学校

法人加計学園（岡山理科大学獣医学部），学校法人河原学園（人間環境大学松山看護学部及び総

合心理学部），学校法人土佐リハ学院（高知健康科学大学），独立行政法人国立高等専門学校機

構（阿南工業高等専門学校），独立行政法人国立高等専門学校機構（香川高等専門学校），独立

行政法人国立高等専門学校機構（新居浜工業高等専門学校），独立行政法人国立高等専門学校機

構（弓削商船高等専門学校），独立行政法人国立高等専門学校機構（高知工業高等専門学校）（以

下合わせて「乙」という。）は，次の各条によって共同事業契約（以下「本契約」という。）を

締結するものとする。 

（事業名称） 

第１条 甲及び乙は，共同して「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業（以下「本共

同事業」という。）を行う。 

（事業目的） 

第２条 本共同事業は，四国地区の大学（四国地区に一部の学部等を置く大学を含む。）及び高等

専門学校（以下「大学等」という。）の連携・協働により，「四国地区大学教職員能力開発ネ

ットワーク」（以下「ＳＰＯＤ」という。）におけるＦＤ／ＳＤ事業の推進と大学等の教育力

の向上を図ることを目的とする。 

（事業内容） 

第３条 本共同事業の内容は，次のとおりとする。 

（１）ＦＤ／ＳＤプログラム等の調査研究及び開発

（２）ＦＤ／ＳＤプログラム等の共同実施及び共同利用

（３）ＦＤｅｒ（ファカルティ・ディベロッパー）及びＳＤＣ（スタッフ・ディベロップメ

ント・コーディネーター）の養成

（４）参加大学等間における職員派遣等による交流

（５）その他ＳＰＯＤの目的を達成するために必要な活動

（役割分担） 

第４条 本共同事業の役割分担は，「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク規約」（以下「ネ

ットワーク規約」という。）第９条に定めるＳＰＯＤ総会（以下「総会」という。）の議を経

て，別に定める。 

（実施体制） 

第５条 本共同事業の実施体制は，ネットワーク規約によるものとする。 

資料３－２
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令和６年１２月１６日 

（事業契約期間） 

第６条 本共同事業契約は，契約の日から１年間有効とする。ただし，事業契約期間満了日の３

ヶ月前までに甲または乙から解約の申入れがない限り，本契約は自動的に更新され，以後も同

様とする。 

（事業経費及びその負担額） 

第７条 本共同事業に要する費用（以下「事業経費」という。）並びに当該事業経費に係る甲及

び乙の負担額は，総会の議を経て，別に定める。 

（負担額の納付） 

第８条 甲及び乙は，前条の規定に基づき別に定める負担額を，甲の発する振込依頼書により，

当該振込依頼書に定める納付期限までに納付しなければならない。 

（収支報告書及び事業経費の返還等） 

第９条 甲は，事業契約期間（第６条ただし書の規定により，事業契約が更新された場合にあっ

ては，更新後の事業契約期間。以下同じ。）の末日までに，事業経費の収支報告書を作成しな

ければならない。 

２ 甲は，前項の収支報告書において事業経費に残額が生じた場合は，事業契約期間の末日まで

に，第３７条の規定に基づき別に定める甲及び乙の負担額の事業経費に占める割合に応じて，

甲及び乙に返還しなければならない。

３ 甲は，前項の規定にかかわらず，当該事業経費の残額を総会の議を経て翌事業契約期間に繰

り越すことができるものとする。ただし，事業契約期間が更新され，又は第３条に定める事業

内容に変更がない範囲で新たに契約が結ばれ事業が継続する場合に限る。 

（研修料） 

第１０条 甲は，本共同事業で提供するプログラムを甲及び乙の教職員以外の者が受講しようと

する場合は，総会の議を経て別に定める研修料を徴収しなければならない。 

２ 前項の規定により徴収した研修料は，事業経費に充てるものとする。 

（経理） 

第１１条 事業経費の経理は，甲が，甲の規程に基づき行う。 

２ 乙は本契約に関する経理書類の閲覧を甲に申し出ることができるものとし，甲は乙からの閲

覧の申し出があった場合は，これに応じなければならない。 

３ 甲は，本共同事業に要した費用について他の経理と明確に区分し，その収支に関する帳簿を

備え，その支出内容を証する書類を整備し，これらの帳簿及び書類を事業契約終了年度の翌年

度から５年間保存しなければならない。 

（事業経費の変更） 

第１２条 甲は，事業経費について，第１３条に定める事業内容に影響を及ぼさない範囲におい

て，ネットワーク規約第１０条に定めるネットワークコア運営協議会で協議の上，総額の変更

及び費目間の流用を行うことができるものとする。 

（共同事業の中止） 

第１３条 事業遂行上やむを得ない事由がある場合は，甲乙協議の上，本共同事業を中止するこ

とができる。 

（共同事業の中止に伴う事業経費の取扱い） 

第１４条 前条の規定により，本共同事業を中止した場合において，事業経費に残額が生じた場

合は，甲は，甲及び乙に第７条の規定に基づき別に定める負担額の事業経費に占める割合に応

じて返還しなければならない。 

（発明等） 

第１５条 甲及び乙は，本共同事業の実施に伴い発明等が生じた場合は，速やかに相互に通報し，

本発明等に関する特許出願，実施許諾，実施料等について協議して定めるものとする。 

コメントの追加 [教愛1]: 加盟校の増減があった際には、

再度契約を結ぶため、それを想定した記載。 
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令和６年１２月１６日 

（実績報告書） 

第１６条 甲及び乙は，事業契約期間終了後速やかに，協力して実績報告書を取りまとめるもの

とする。 

（裁判管轄） 

第１７条 本契約に関する訴えは，甲の所在地を管轄区域とする松山地方裁判所の管轄に属する

ものとする。 

（協議） 

第１８条 本契約に定めのない事項について，これを定める必要がある場合は，甲乙協議の上，

定めるものとする。 

この契約の締結を証するため，本契約書２７通を作成し，甲及び乙それぞれ捺印のうえ各１通

を保有する。 

令和６７年４月１日 

甲 愛媛県松山市道後樋又１０番１３号

国立大学法人愛媛大学

学 長  仁 科 弘 重 

乙 徳島県徳島市新蔵町２丁目２４番地

国立大学法人徳島大学

学 長  河 村 保 彦 

香川県高松市幸町１番１号 

国立大学法人香川大学 

学 長  上 田 夏 生 

高知県高知市曙町２丁目５番１号 

国立大学法人高知大学  

学 長  受 田 浩 之 
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令和６年１２月１６日 

徳島県鳴門市鳴門町高島字中島７４８番地 

国立大学法人鳴門教育大学 

学 長  佐 古 秀 一 

香川県高松市牟礼町原２８１番地１ 

香川県 

香川県立保健医療大学 

学 長  平 川 栄一郎 

愛媛県伊予郡砥部町高尾田５４３番地 

公立大学法人愛媛県立医療技術大学 

理事長  安 川 正 貴 

高知県高知市永国寺町２番２２号 

高知県公立大学法人 

理事長  伊 藤 博 明 

徳島県徳島市応神町古川字戎子野１２３番地１ 

学校法人四国大学 

理事長  佐 藤 一 郎 

徳島県徳島市山城町西浜傍示１８０ 

学校法人村崎学園 徳島文理大学 

理事長  村 崎 文 彦 

香川県高松市春日町９６０番地 

学校法人四国高松学園 

理事長  佃    昌 道 
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令和６年１２月１６日 

愛媛県松山市北条６６０番地 

学校法人聖カタリナ学園 

理事長  中 田 婦美子 

愛媛県松山市文京町４番地２ 

学校法人松山大学 

理事長  新 井 英 夫 

愛媛県松山市桑原３丁目２番１号 

学校法人松山東雲学園 

理事長  丸 木 公 介 

徳島県板野郡板野町犬伏蓮花谷１００番地 

学校法人徳島城南学園 徳島工業短期大学 

理事長  和 田 博 文 

香川県綾歌郡宇多津町浜一番丁１０番地 

学校法人尽誠学園 香川短期大学 

理事長  大久保 直 明 

愛媛県今治市矢田甲６８８番地 

学校法人今治明徳学園 

理事長  村 上  康 

高知県高知市北端町１００ 

学校法人高知学園 

理事長  髙 瀨 久 志 

香川県高松市錦町一丁目２２番２３号 

学校法人穴吹学園 

理事長  穴 吹 忠 嗣 
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令和６年１２月１６日 

愛媛県今治市いこいの丘１番３ 

学校法人加計学園 岡山理科大学獣医学部 

理事長  加 計 孝太郎 

愛媛県松山市一番町一丁目１番地１ 

学校法人河原学園  

理事長  河 原 成 紀 

高知県高知市大津乙２５００番地２ 

学校法人土佐リハ学院 高知健康科学大学 

理事長 大 﨑 博 澄 

徳島県阿南市見能林町青木２６５ 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

阿南工業高等専門学校 

校 長  箕 島 弘 二 

香川県高松市勅使町３５５ 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

香川高等専門学校 

校 長  荒 木 信 夫 

愛媛県新居浜市八雲町７番１号 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

新居浜工業高等専門学校 

校 長  鈴 木 康 司 

愛媛県越智郡上島町弓削下弓削１０００番地 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

弓削商船高等専門学校 

校 長  内 田  誠 
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令和６年１２月１６日 

高知県南国市物部乙２００番１ 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

高知工業高等専門学校 

校 長  江 口 忠 臣 
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令和６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

事業評価委員会実施要項 

（趣旨） 

令和６年度における「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略称＝ＳＰＯＤ）」の

活動内容や前年度の評価委員からの指摘事項に対する改善状況について、実績報告書をもとにＳ

ＰＯＤ事業評価委員会委員から評価を行っていただき、今後の事業推進に役立てる。 

（主催） 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 

（日程） 

令和７年３月５日（水） １０：００～１２：００ 

（場所） 

オンライン（Zoom）

（参加予定者） 

ＳＰＯＤ事業評価委員会委員 

杉森 公一 委員（北陸大学） 

高野 修 委員（広島経済大学） 

山田 正和 委員（大学コンソーシアム京都） 

ＳＰＯＤ関係者 

ネットワークコア校のＳＰＯＤ－ＦＤ／ＳＤ担当者

（事務担当） 

ＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育学生支援部教育企画課） 

【参考】 平成２９年度第３回コア運営協議会（H29.7.5 開催）資料１「平成 28 年度 SPOD 

事業評価委員会からの指摘事項に対する対応策について」より抜粋 

４．ＳＰＯＤ事業評価の在り方 

ＳＰＯＤ事業評価委員会については、これまで実績報告書に基づく評価のみ行っていたが、各委員

がより深くＳＰＯＤ事業について把握できるよう、ＳＰＯＤ事業視察の場を提供する。これを踏まえ、委

員会開催を委員任期の最終年度に開催することとし、委員在任中にＳＰＯＤフォーラム等のＳＰＯＤ

事業を視察していただいた上で、総合的な意見・評価を委員会でいただくこととする。 

資料４－１
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令和６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

会計監査実施要項 

日 時：令和７年３月１０日（月） １０：００～１１：００ 

方 法：オンライン（Zoom） 

出席予定者：監事 加野 芳正（香川短期大学長） 

監事 鈴木 康司（新居浜工業高等専門学校長） 

対応者：中井俊樹企画・実施統括者（愛媛大学）、ＳＰＯＤ事務局 

実施内容 

①令和６年度事業実施状況報告書

②令和６年度事業予算執行状況報告書

③質疑応答

※会計監査結果については、令和７年３月中旬～下旬開催のＳＰＯＤ総会において報告予定

資料４－２
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（様式） 

事 業 評 価 シ ― ト 

委員御氏名： 

「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略称＝ＳＰＯＤ）」の今後の事業推進

に役立てるため，令和６年度ＳＰＯＤ実績報告書をもとに御意見をお願いします（Ａ４用紙１～２

枚程度）。 

お送りいただいた評価シートをもとに，四国地区大学教職員能力開発ネットワークコア運営協

議会において，今後の事業推進に役立てるための議論を行います。 

----------------------- 
【御意見】 

資料５－２
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令和６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

活動報告書構成案 

【本編】 

１．会長挨拶 

２．ＳＰＯＤ事業の概要 

３．令和６年度事業計画 

４．令和６年度全体総括 

５．令和６年度活動実績 

（１）共通事業（ＳＰＯＤフォーラム、ＳＰＯＤオンラインセミナーシリーズ、 

大学教育カンファレンス in徳島、その他共通事業） 

（２）ＦＤ事業 

（３）ＳＤ事業 

（４）ＳＰＯＤ運営 

６．令和６年度各加盟校の取組報告 

７．令和５年度事業評価委員会からの事業評価について 

８．令和７年度事業について 

【資料編】 

各種アンケート結果、研修詳細、会議等議事要旨 他 

（１）共通事項（ＳＰＯＤオンラインセミナーシリーズ、大学教育カンファレンス in徳島、 

講師派遣プログラム） 

（２）ＦＤ事業 

（３）ＳＤ事業 

（４）ＳＰＯＤ運営（総会、ネットワークコア運営協議会 等） 

（５）参考資料（ネットワーク規約、役員名簿等） 

【発行に関して】 

・印刷は行わず、ＰＤＦデータのみ作成

・令和７年３月、ＳＰＯＤホームページで公開予定

資料６－１
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令和６年度 ＦＤ／ＳＤ活動の取組報告 

学校名： 学校名を記載してください。 

【令和６年度の教育改革に関わる動向】 

令和６年度の貴学におけるＦＤ／ＳＤ活動について総括コメントを記載してください。 

【ＦＤ／ＳＤの取組事例ハイライト】 

令和６年度に実施したＦＤ／ＳＤの取組事例について記載してください。 

事例については、ＳＰＯＤ事業に関するものでも、貴学独自の取組でも構いません。 

事例数に特に制限はありません。 

【成果及び波及効果】 

ＦＤ／ＳＤの取組成果及び成果に関する情報の公表（手段・媒体）について記載してください。 

【ＦＤ／ＳＤに関わる次年度の課題】 

令和６年度の取組内容を振り返り、次年度の課題や目標を記載してください。 

※報告書はＡ４用紙１枚以内（目安：1,000～1,200字程度）で作成してください。

なお、補足資料がある場合は、別途添付してください。

※可能な限り、写真や図表の添付をお願いします。

※上記４項目について記載していただければ、内容や書き方は自由です。

======================================================================== 

※本報告書は令和６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書に

掲載する予定です。

※令和７年２月１０日（月）までに、ＳＰＯＤ事務局（spod@stu.ehime-u.ac.jp）までご提出くだ

さい。

======================================================================== 

資料６－２
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「研修プログラムガイド２０２５」及びウェブ掲載原稿の作成について（案） 

（趣旨） 

  ＳＰＯＤ加盟校において実施するＦＤ／ＳＤプログラムの中で、ＳＰＯＤ加盟校に開

放可能なプログラムについては、予め内容及びスケジュールを示すことにより、加盟校の

教職員が参加しやすいようにする。また、各加盟校で実施しているプログラムを参考にで

きるようにする。 

（対象プログラム） 

全ＳＰＯＤ加盟校の１～５のプログラム 

１．ＦＤ（主に教員対象）、２．ＦＤ／ＳＤ（教職員対象） 

３．プレＦＤ（大学院生・学部生対象）、４．ＳＤ（主に職員対象）、５．総合 

（研修プログラムガイド全体構成） 

これまで同様、全８ページの構成とし、各プログラムの詳細はウェブサイトに掲載する。 

（ウェブサイト掲載内容）

１．開催県 ２．対象 ３．プログラム名 ４．日程 ５．時間 ６．場所 

７．受講定員 ８．主な対象者 ９．対象校 １０．講師 １１．目標 １２．内容 

１３．準備物 １４．参考資料 １５．受講者の声 １６．主催 １７．申込締切 

１８．申込・問い合わせ先 １９．新規・継続の別 ２０．カテゴリ分類 

２１．遠隔配信 ２２．ＦＤレベルマップ ２３．参考となる写真等 

（原稿依頼） 

  ＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育企画課）から、加盟校事務担当者へ依頼する。各コア校

事務担当者は、各県内加盟校分をとりまとめ、ＳＰＯＤ事務局へ提出する。 

（発行時期等） 

発行時期：令和７年３月下旬 

発行部数：ＰＤＦデータのみ 

編集責任校：愛媛大学（担当：教育・学生支援機構教育企画室、ＳＰＯＤ事務局） 

※作成にあたっては、各コア校と連携・協力して行う。

資料１１－１
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【作成スケジュール案】 

提出期限 提出物 提出先 

各校で定める期限 ・ＳＰＯＤ開放プログラム原稿 研修講師→各加盟校 

令和７年１月３１日（金） ・ＳＰＯＤ開放プログラム一覧 各加盟校→各コア校 

令和６年２月１０日（月） ・ＳＰＯＤ開放プログラム一覧

※各コア校でチェック済みの原稿

各コア校（県内加盟

校分を取りまとめ） 

→ＳＰＤＯ事務局

令和６年２月中旬～下旬 【プログラムガイド】 

業者初稿渡し 

【ウェブサイト】 

イベント情報入力作業開始

令和６年３月下旬（予定） 【プログラムガイド】公開 

【ウェブサイト】公開 
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ＳＰＯＤ開放プログラム一覧 加盟校用【様式１－１】

①本シートには大学名のみ記入してください。大学名以外は各シートに貼り付けた内容が反映されます。

②研修講師から提出された「ＳＰＯＤ開放プログラム原稿（様式１－２）」のセルをコピーし，シート「001」～「015」に貼り付けてください。

③プログラムについて備考がある場合は，シート「001」～「015」の備考欄にご記入をお願いします。

シートが余っても構いません。シートが足りない場合は，本エクセルファイルを複製して２つに分けてご提出ください。 大学名

シート プログラム名 対象 遠隔 新規
備　考

（あればご入力ください）

001
選択してくださ

い

002
選択してくださ

い

003
選択してくださ

い

004
選択してくださ

い

005
選択してくださ

い

006
選択してくださ

い

007
選択してくださ

い

008
選択してくださ

い

009
選択してくださ

い

010
選択してくださ

い

011
選択してくださ

い

012
選択してくださ

い

013
選択してくださ

い

014
選択してくださ

い

015
選択してくださ

い

（留意事項）

２．SPOD内講師派遣プログラムはプログラムガイドに別途掲載するため，本シートに記載する必要はありません。

ミクロ

１．令和７年１月３１日（金）までに所属する県のコア校に提出してください。コア校は各県内加盟校の原稿をとりまとめの上，令和７年２月１０日（月）までに愛媛大学教育企画課（spod@stu.ehime-u.ac.jp）に提出してください。

日程 ミドル マクロ

資料１１－２
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　講師用【様式1-2】
ＳＰＯＤ開放プログラム原稿  

※リーフレット版プログラムガイド及びウェブ掲載原稿作成に必要ですので以下1～23の網掛け部分に記載してください。

記載内容等 備考

1 開催県 選択してください 【徳島,香川,愛媛,高知】から選択

2 対象 選択してください 【FD,FD/SD,SD,プレFD,総合】から選択

3 プログラム名

4
開始日程
※例 2025/4/3

半角数字，西暦/月/日の形式で入力してください。

終了日程
※複数日開催の場合の

複数日開催の場合のみ半角数字，西暦/月/日の形式で入力してください。

5
時間
※例 13：00～15:00

半角数字

6 場所 ○○大学○○キャンパス○○棟○号館○階△△教室 場所は具体的な教室名（建物名，階）まで入力してください。

7 受講定員 半角数字

8 開催方法
記入時の予定をお知らせください。
例：対面，遠隔（同期），遠隔（非同期），遠隔・対面の併用　など

9 主な対象者

＜記入例＞教員、教職員、新任教員、主任級職員　等
■主な対象者
対象者は，ニーズとのミスマッチを防ぐために，教員，職員，大学院生などの職種やニーズを明確に表現してく
ださい。複数を対象としても構いません。
例１）授業でのグループディスカッションやゼミでのディスカッションをより活性化させたい教員
例２）FDを担当する教職員
例３）新任教員(但し，授業担当経験５年以上を除く)，参加を希望する教員
例４）全教員，とりわけ講義を持つようになって間もない教員
例５）職員(課長補佐以上)

また，記載方法については，以下の点にご留意ください。
・記載の統一

「事務職員，大学職員等」→「職員」
「新規に採用された教員，初任者教員等」→「新任教員」

・対象校を表す言葉（○○大学，SPOD加盟校等）を使用しない。
「・・・であるSPOD加盟校の職員」→「・・・である職員」
「・・・以上の愛媛大学教職員」→「・・・以上の教職員」

・役職を統一する（大学独自の役職名ではなく，一般的な役職名にする）。
「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ」，「副課長」，「ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ」等は使用せず，「課長」「課長補佐」，
「係長」，「主任」，「係員」とする。

10 対象校

＜記入例＞ＳＰＯＤ全加盟校、○○県内ＳＰＯＤ加盟校　等
■対象校（地域別，設置形態別）
できる限りＳＰＯＤ全加盟校に開放してください。記載方法は，以下例示のように記載してください。
例１）ＳＰＯＤの全加盟校に開放する場合・・・・SPOD全加盟校
例２）愛媛県内加盟校のみに開放する場合・・・・SPOD加盟校（愛媛県内のみ）
例３）短期大学のみに開放する場合・・・・・・・SPOD加盟校（短期大学のみ）
例４）愛媛県内の私立大学のみに開放する場合・・SPOD加盟校（愛媛県内の私立大学のみ）

11 講師
講師氏名(所属大学 所属部署名)
＜記入例＞○山○夫(○○大学○○)

12 目標

13 内容
対象プログラムがどのようなことを行うか分かるように詳しく記載してください。例えば，章毎のタイトルなど
を明示するとわかりやすくなります。

14 準備物
あれば入力してください。
＜記入例＞自身が担当する授業のシラバス

15 参考資料
あれば入力してください。
＜記入例＞著者名(発行年)『書籍名』（出版社）

16 受講者の声 アンケート等から，あれば入力してください。

17 主催 ＜記入例＞愛媛大学　教育企画室

18 申込締切 ＜記入例＞要問合せ，開催日○週間前・先着順　等

19 申込・問合せ ＜記入例＞担当部署，連絡先メールアドレス

20 新規・継続の別 選択してください
新たに開催または新たに研修プログラムガイドに記載するプログラムに加えて，前年度から大幅に内容を変更し
たプログラムも「新規」としてください。

21 テーマ 選択してください

選択肢【授業の基本／参加型学習／ＩＣＴ／多様な学生への支援／総合プログラム／プレＦＤ／ポートフォリオ
／マネジメント／職場における多様性と健康／授業改善／ビジネススキル／リーダーシップ・組織開発／その
他】

テーマは，SPODウェブサイトのイベント絞り込み検索に使用します

ＦＤレベルマップ（ＦＤ研修のみ要入力）

ミクロ
フェーズ

個々の教員
授業・教授法

Ⅰ導入
（気づく・わかる）

Ⅱ基本
（実践できる）

Ⅲ応用
（開発・報告）

Ⅳ支援
（教えられる）

ミドル
フェーズ

教務委員
カリキュラム・プログラム

Ⅰ導入
（気づく・わかる）

Ⅱ基本
（実践できる）

Ⅲ応用
（開発・報告）

Ⅳ支援
（教えられる）

マクロ
フェーズ

管理者
組織の教育環境・教育制度

Ⅰ導入
（気づく・わかる）

Ⅱ基本
（実践できる）

Ⅲ応用
（開発・報告）

Ⅳ支援
（教えられる）

23 参考写真等 選択してください 【あり，なし】から選択　参考となる写真，ポンチ絵(スライド)等があればお送りください。

22

項目

左表の太枠内，該当するフェーズに○を入れてください。（選択式）
レベルは「ミクロ・ミドル・マクロの３段階　×　フェーズⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳの４段階」で表されます。
※本項目はＦＤレベルマップのため，ＳＤプログラムは入力不要です。
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イベント等参加者数

1.ＳＰＯＤオンラインセミナーシリーズ　参加者数　（開催日：2024.11.14/11.29/12.6/12.12/12.20）

プログラム 人数 大学 短大 高専 その他 国立 公立 私立 その他 加盟校 加盟校外 教員 職員 その他

みんなでDX～ハンズオン入門編～ 79 73 2 2 2 28 16 34 1 32 47 10 67 2

みんなでDX～ハンズオン実践編～ 64 59 2 1 2 21 15 27 1 22 42 7 56 1

ハラスメント防止のためのアサーション 17 16 0 1 0 8 2 7 0 9 8 11 6 0

大学教職員のためのIR入門 66 63 1 1 1 19 11 35 1 14 52 13 52 1

「SPODオンラインFDコンテンツプラットフォーム
サイト（β版）」の活用方法

13 13 0 0 0 6 0 7 0 5 8 0 7 6

面談ステップを活用した学習支援 22 19 1 1 1 4 2 15 1 8 14 9 12 1

心理的安全性の高いクラス運営と教員育成 24 21 1 2 0 9 1 14 0 9 15 15 8 1

教職協働vs.教職分担－大学組織の再考－ 76 71 3 1 1 23 42 10 1 26 50 13 60 3

Z世代と管理職－価値観の違いがパワーになる 55 55 0 0 0 18 9 28 0 23 32 9 44 2

生成AIと歩むこれからの大学 84 80 2 1 1 29 19 36 0 36 48 20 63 1

合計 500 470 12 10 8 165 117 213 5 184 316 107 375 18

2.上野先生基調講演　視聴回数　（公開期間：2024.11.8～12.13）

タイトル 視聴回数

大学業界は問題だらけ
～地方大学のサバイバルのために～

561

3.第２０回大学教育カンファレンスｉｎ徳島　参加者数　（開催日：2024.12.26）

口頭で概算報告
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